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保険は大切なものを守るためのお金で、病気・けがの治療
費・家の修理費など、万が一の時お金の心配をしなくても
いいように助けてくれる存在です。保険営業は、お客さま
に最適な保険を紹介して契約をする仕事です。将来の夢
や今の悩みを聞き、一番合った保険を提案します。保険は
生活に深く関わるものなので、信頼関係を築くことがとても大切です。私たちは、保険を
通じて人々が安心して暮らせるようにお手伝いしています。

▲一人ひとりに寄り添います

？ 公的保険と民間保険ってなにがちがうの？

社会保険は、国や地域が提供する公的保険で、健康や年金などを守る国民健康保険や年金保険
があります。民間保険は会社や団体が提供する保険で、自分や家族の未来を守る生命保険や
医療保険があります。社会保険は国や地域が、民間保険は会社が運営していて、公的保険では
カバーできないことを、民間の任意保険がカバーしてくれます。

保険は相互扶助（互いに助け合うこと）！

相互扶助は保険でも大切な考えかたで、みんなが少しずつお金を出し合って、困った時に助け合
う仕組みです。例えば、病気やけがでお医者さんに行ったり、家が壊れたりした時に、そのお金を
みんなでカバーします。相互扶助の仕組みだからこそ、少ない掛金で自分では貯めきれない大き
な金額を支えることができます。だから保険に入っておくと、仲間と一緒に困った時に助け合える
安心感があります。
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保険代理店

相互扶助の仕組み

保険料 もしもの時の
保険金として
使われるみなさんが支払った保険料

公的保険

国が定める最低限の生活を保障

社会保険

◎公的医療保険 ◎公的介護保険

民間保険
国が用意してくれる ライフステージに合わせて、

必要に応じて変えていく保険

万が一に備えて自由に加入できる

任意保険

◎第一分野の保険
 （生命保険）
◎第二分野の保険
 （損害保険）
◎第三分野の保険
 （病気/ケガ/介護）

労働保険

◎雇用保険 ◎労災保険

年金保険

◎公的年金保険 ◎企業年金 ◎個人年金

さんH
浜松支社

身近な人の病気をきっかけに保険の大切さと
むずかしさを知り、正しい知識で人を守れるよう
になりたいと思いました。「なんとなく安心だか
ら」で契約しないようお客さまと一緒に「なぜ
必要なのか」を考えることを大切にしています。

数字だけを追う営業に違和感を感じ、人の生活
を本当に支えられる仕事をしたいと思いました。
お客さまに「あなたがいてよかった」といわれた
瞬間。その言葉が、この仕事の意味を教えてく
れます。
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